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災害ボランティアセンターが支援を実施

〒254-0047
平塚市追分1番43号（福祉会館内）
TEL : 0463(33)1377  FAX : 0463(33)6588

地域共生フォーラム参加者募集

令和6年台風10号により被害を受けた皆様に
おかれましては心からお見舞い申し上げます。
平塚市社会福祉協議会では、９月４日に市民生

活の復興に向け、市との協定により「平塚市災害
ボランティアセンター」を初めて開設しました。災害
ボランティアが大雨による自宅の土砂の撤去、浸
水後の畳や家具等の片づけを支援しました。
(支援の流れは下図のとおり。費用は無料)

今回災害ボランティアとして協力していただいたのは、
日ごろから連携しているひらつか災害ボランティアネット
ワーク、神奈川災害ボランティアネットワーク、専門ボラン
ティアの王子プロジェクト、本会と協定を締結する平塚
青年会議所の皆さんです。今回、相談は14件寄せられ、
そのうち実際に支援した件数は12件でした。
(9月末日時点)

▲災害ボランティアによる家具の片付け作業の様子

当センターへ電話又は来所

相談・申込(活動内容の確認)

現地調査

災害ボランティア派遣調整・日時決定

災害ボランティア派遣・活動

活動用物資の貸与や寄付
ありがとうございました(敬称略)

・活動用物資の貸与：友好都市岐阜県高山市
NPO法人Vネット(送風機30台)

・寄付：災害ボランティア支援NPO団体
命の水作戦(飲料12箱/24本入)

支援の「受け手」や「支え手」といった関係
を超えて、すべての人が住み慣れた地域で互
いに支え合いながら共に生きていく「地域共生
社会」を考える講演会です。
今年度は、相手も自分も大切にしたコミュニ
ケーションを学ぶとともに、多様性の理解と受
容を通して、身近な人や地域のつながりを参
加者と共に考えていきます。

平塚市中央公民館
大ホール（平塚市追分1-20）

1２月2０日(金)
13時30分～15時30分

日
時

場
所

講
師
吉井奈々 氏
一般社団法人JCMA代表理事
コミュニケーション講師・心理セラピスト

対
象

先着２５０名
(平塚市在住、
  在勤、在学の方)

申
込

1２月６日(金)
17時まで

相手も自分も大切にするインクルーシブな地域づくり
～地域共生社会を目指して～

←参加申込は
こちら

※10月21日から
入力可能

災害ボランティア利用の流れ

【問合せ先】地域福祉推進課 地域支え合い班 ０４６3-３３-３１００

【問合せ先】地域福祉推進課ボランティアセンター（平塚市福祉会館内）
9:00～17:00（土日・祝日を除く） ０４６3－３３－０００７

※災害ボランティアセンターは終了しています

今回は局所的な水害のため、ボランティアの募集はせ
ず、日頃から各地で活動されている経験や技術のある
方にお願いしました。 今回の活動で様々な課題が見え
てきたので、今後の災害支援活動に活かしていきます。

遠藤センター長のコメント



早口言葉でお口やのどを鍛えて、
秋の実りを美味しくいただきましょう。

令和６年７月２１日～９月２０日※敬称略・順不同

【社会福祉基金へ 合計５件 978,590円】
・NPO法人 こぐまの会 ・大磯高校第5回同窓会
・湘南平塚福祉芸能実行委員会
・中央労働金庫平塚支店推進幹事会 ・平塚市文化芸能協会
【交通遺児への寄付 合計１件 ４，９０７円】
・平塚市交通安全協会港支部

寄付金は地域福祉事業を行う上で大きな支えとなっています。
今後とも皆様のご協力をお待ちしています。

「福祉だよりひらつか」は皆様からの賛助会費と赤い羽根共同募金により発行しています。

「人生会議」を知っていますか？
最期まで自分らしく過ごすために…

健康わんぽいんと
～「食欲の秋」ですね！～

あたたかい善意をありがとうございました

令和５年度募金額

寄付金は、市内・県内の福祉施設や団体と、本会へ
配分され、様々な地域福祉活動に役立てられます。あ
たたかいご支援を今年もよろしくお願いします。神奈
川県共同募金会平塚市支会の活動の様子はX(旧
Twitter)にて投稿していますので、ぜひご覧ください。

年末たすけあい募金
1２月1日から始まります！ 16,026,169円

皆さまのご協力をお願いします

子育て中のパパ・ママを
応援しませんか？

平塚市が実施したアンケー
トによると、７５歳から８５歳ま
での約５割の方が人生の最
期の迎え方について誰かに伝
えたり、話したりしていない事
がわかりました。
「人生会議」とは、もしもの
時のために「自分が大切にし
ているものは何か」「どのよう
な暮らしを望むのか」「医療や
ケアをどう選択するのか」を前
もって考え、周囲の信頼できる
人に共有する会議です。もしも
の時のために何度でも繰り返
し考え、話し合いましょう。

12月6日(金)・9日(月)

【問合せ先】平塚市ファミリー・サポート・センター（福祉会館内）
9:00～17:00（土日・祝日を除く） ０４６３－３４－７８４４

【問合せ先】共同募金の事務は
総務企画課 財務管理班（平塚市福祉会館内）

9:00～17:00（土日・祝日を除く）
０４６3－３３－１３７７

▲話し合いの進め方(例)

・お綾や親にお謝り
・僕ボブガム噛む
・最新式車載カメラ

【苦手な行】
「あ行」…口の天井の奥が弱いかも
「か行」…のどの動きが弱いかも
「さ行」…舌の動きが弱いかも

※原則2日間両日の参加が必要となっております
が、ご都合が合わない場合は下記電話番号にお
問い合わせください。

日時

福祉会館内

無料話し合いのきっかけを作る「もしバナ
ゲーム」に興味のある方はお問合せを！
【問合せ先】平塚市在宅医療・
介護連携支援センター

平塚市立野町31-20(平塚栗原ホーム内)
9:00～17:00（土日・祝日を除く）

０４６３－７５－９４４４

できることから始めてみませんか？

支援会員講習会 参加者募集

場所

料金

ファミリー・サポート・センターとは？

育児の援助を受けたい方(依頼会員)と援
助を行いたい方(支援会員)が会員となり、
お互い合意の上で行う相互援助活動です。

主な活動内容

・ 保育所や幼稚園の送迎
・ 習い事の送迎
・ 学校等が休みの時の預かり
  （学級閉鎖時を除く）
・ 保育所や学童保育所等の開始前の
   預かり及び送り

▲支援会員講習会の様子
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